
第35号

平成18年9月16日

9  16

－ CONTENTS －

■新しい地域づくりの形「地域枠予算」…………… 2

■地域に合ったサービス提供を「障害者自立支援」…… 3

■誇り在る宴「大曲の花火」………………………… 4－13

■地場産食材厨房／今野久子さん（南外地域）……… 19

■ペアーレ大曲／10～12月期受講生募集 ………… 20

特集

誇り在る宴「大曲の花火」

小種小学校のトライアルサポート事業
－ ふるさと小種を川からながめよう －

（９月５日）



　
今
回
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
は
、

労
働
力
は
町
内
会
が
、
そ
し
て
機

械
の
借
り
上
げ
費
用
や
整
備
に
使

用
し
た
砂
の
購
入
費
用
な
ど
は
市

が
受
け
持
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
地
域
枠
予
算
は

今
ま
で
の
「
行
政
だ
け
」「
市
民
だ

け
で
」
と
い
う
形
か
ら
脱
却
し
、

行
政
と
市
民
が
そ
れ
ぞ
れ
役
割
を

分
担
し
、
一
緒
に
事
業
を
行
う
た

め
の
新
し
い
制
度
な
の
で
す
。

　
地
域
枠
予
算
は
「
地
域
自
治
区
」

に
続
く
、個
性
を
生
か
す
ま
ち
づ
く

り
第
２
弾
と
呼
べ
る
事
業
で
す
。

　
地
域
を
住
み
よ
く
す
る
た
め
に

使
用
す
る
事
業
費
を
、
各
総
合
支

所
権
限
で
５
０
０
万
円
（
大
曲
地

域
は
総
合
政
策
課
対
応
で
１
０
０

０
万
円
）予
算
措
置
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
枠
予
算
の
対
象
と
な
る
も

の
は
、
地
域
で
活
動
し
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
町
内
会
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
団
体
が
行
う
事
業
で
「
地
域

の
方
々
と
行
政
が
連
携
し
な
が

ら
、
地
域
の
課
題
に
対
応
し
地
域

の
自
主
性
と
特
色（
個
性
）を
伸
ば

す
」
も
の
。
予
算
の
執
行
の
た
め

に
は
、
各
地
域
の
地
域
協
議
会
の

承
認
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
知

り
た
い
、
ま
た
は
提
案
し
た
い
と

い
う
方
は
、
各
総
合
支
所
地
域
振

興
課
、
大
曲
地
域
は
総
合
政
策
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
昨

今
。
こ
の
よ
う
な
市
民
と
行
政
が

一
緒
に
な
っ
て
問
題
に
対
応
す
る

事
業
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
か
ら
の
提
案
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

現在考えられている各地域の事業
（地域協議会承認済み）

大曲地域　＝古四王神社ボランティアガイドの手引き作成事業

神岡地域　＝花いっぱい運動推進事業

西仙北地域＝歴史民俗資料整理保存事業

中仙地域　＝清水っ子防犯パトロール活動パワーアップ事業

協和地域　＝「米ヶ森・新田表遺跡紹介の手引き」作成事業

南外地域　＝ブラックバス駆除・防除事業

仙北地域　＝戸地谷南会館駐車場舗装事業

太田地域　＝太田地域学校施設花壇整備事業

　※この他にもたくさんの事業が進められています。詳しくは問い合わせください。

【問い合わせ】

各総合支所地域振興課

大曲地域は

総合政策課

　☎ 0187-63-1111
　内線236・237まで

新しい地域づくりの形

地域枠予算

　
８
月
20
日
早
朝
、
大
曲
地
域
「
ま
る
こ
児
童
館
」
前
に
集
ま
る
人
々
。
集
ま
っ
た
の
は
丸
子
町
１
・
２

区
町
内
会
の
み
な
さ
ん
。
今
日
は
児
童
館
前
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
地
作
業
の
日
で
す
。こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

は
水
は
け
が
悪
く
、
少
し
の
雨
で
す
ぐ
に
水
た
ま
り
が
で
き
、町
内
の
イ
ベ
ン
ト
に
支
障
を
き
た
し
て
い

ま
し
た
。
９
月
に
は
町
内
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
大
運
動
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
開
催
に
合

わ
せ
る
た
め
一
致
団
結
し
て
整
地
作
業
で
す
。

　
一
見
何
の
変
哲
も
な
い
町
内
総
出
の
作
業
。
し
か
し
、こ
の
事
業
は
地
域
づ
く
り
の
新
し
い
形
で
あ
る

「
地
域
枠
予
算
」
を
活
用
し
た
事
業
な
の
で
す
。
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補
装
具
費
の
支
給
制
度
を
見
直
し

　
10
月
か
ら
補
装
具
の
購
入
・
修
理
に
、
利

用
者
と
業
者
と
の
契
約
制
度
が
導
入
さ
れ
る

ほ
か
、
補
装
具
と
日
常
生
活
の
給
付
対
象
品

目
が
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
。

　
市
民
税
所
得
割
額
が
50
万
円
以
上
の
世
帯

は
、
補
装
具
費
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

◆
給
付
対
象
品
目
変
更
分
／

【
補
装
具
】
重
度
障
害
者
用
意
思
伝
達
装
置

【
日
常
生
活
用
具
】
点
字
器
、
頭
部
保
護

帽
、
人
工
喉
頭
、
歩
行
補
助
杖（
一
本
杖
）、

収
尿
器
、
ス
ト
マ
用
装
具

※
色
め
が
ね
、
日
常
生
活
用
具
の
浴
槽（
湯

沸
器
）、
パ
ソ
コ
ン
は
対
象
品
目
か
ら
外

れ
ま
す
。

◆
負
担
額
／
補
装
具
の
購
入
・
修
理
に
か

か
っ
た
費
用
の
１
割
（
負
担
限
度
額
あ
り
）

【問い合わせ・申請】
援護福祉課☎ 0187-63-1111内線167・168まで

　４月に障害者自立支援法が一部改正され、障害福祉制度が大
きく変わりました。
　10月からは、現在の障害福祉サービスを「介護給付」「訓練等給付」
「地域生活支援事業」の３つに再編し、補装具費の支給制度も見直さ
れ、地域や障害の程度に合ったサービスの提供が行われます。

123

障害者、障害児保護者等の相談に応

じ、必要な情報提供を行います。

利用料・申請／無料・不要

聴覚障害者等に対して手話通訳者の派

遣を行います。

利用料・申請／無料・必要

重度障害者に特殊寝台や日常生活に必

要な用具を給付します。

利用料・申請／１割負担・必要

屋外での移動が困難な障害者へ外出の

支援を行います。現在の外出介護を利用

している方には後日通知します。

利用料・申請／１割負担・必要

重度身体障害者に訪問入浴サービスを

提供します。

利用料・申請／１割負担・必要

一時的に見守り等が必要な障害者に日

中活動の場を提供します。現在、短期入所

を利用している方には後日通知します。

利用料・申請／１割負担・必要

これまで利用していた柏の郷のデイ

サービスを19年３月まで実施します（デイ

サービスは来年３月で廃止）。現在利用して

いる方には後日通知します。

利用料・申請／１割負担・必要

介護給付支給決定者以外の方に生活支

援や家事援助を行います。

利用料・申請／１割負担・必要

障害者の
生活をお手伝い

　市の障害福祉の状況に合わせ、障害者

の地域生活を支える各種事業を行います。

　事業に関する詳細・申請は援護福祉課

までご連絡ください。

相談支援

日常生活用具給付事業

コミュニケーション支援

訪問入浴サービス

移動支援

経過的デイサービス

日中一時支援

生活サポート

大仙市の

地域生活
支援事業 障害者自立支援

地域に合ったサービスを提供10月から

10月からの新サービス

介
護
給
付

　
障
害
程
度
区
分
認
定
を
受
け
た
方
が
利
用

で
き
ま
す
。
居
宅
と
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
分
か

れ
、
障
害
程
度
区
分
に
よ
っ
て
受
け
ら
れ
る

サ
ー
ビ
ス
や
支
給
量
が
違
い
ま
す
。

訓
練
等
給
付

　
就
労
に
つ
な
が
る
支
援
を
施
設
等
で
行
い

ま
す
。
一
定
期
間
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
利

用
意
思
と
サ
ー
ビ
ス
が
適
切
か
ど
う
か
を
確

認
し
ま
す
。
利
用
を
希
望
す
る
方
は
援
護
福

祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

地
域
生
活
支
援
事
業

　
10
月
か
ら
、
各
市
町
村
が
主
体
と
な
っ
て

地
域
の
障
害
福
祉
の
状
況
に
合
わ
せ
た
サ
ー

ビ
ス
を
行
い
ま
す
。
大
仙
市
が
行
う
地
域
生

活
支
援
事
業
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

【介護給付】

※○は障害程度区分

①～⑥／居宅介護、短期入所

②～⑥／生活介護

共同生活介護

③～⑥／施設入所、行動援護

④～⑥／重度訪問介護

⑤～⑥／療養介護

　⑥　／重度障害者包括支援

【訓練等給付】

グループホーム（共同生活援

助）、自立訓練（機能訓練、生活

訓練）、就労移行支援、就労継続

支援（A型、B 型）

【地域生活支援事業】

相談支援・コミュニケーション

支援、日常生活用具給付等・移

動支援、訪問入浴サービス・日

中一時支援、生活サポート

障害の程度に応じて
利用できるサービス

障害の程度に関係なく
利用できるサービス
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大曲の花火

The Pride of  Fireworks Kingdom.

第80回全国花火競技大会

誇

宴
在

ほこり

ある

うたげ

Omagari no HANABI , 80th Anniversary
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第80回全国花火競技大会

人々は好天を願い雄物川に集う

日が傾き、空気が熱を帯びてくる

独特の高揚感と緊張感

どれだけの人が

この日を待っていたのだろうか

そして宴は幕を開ける

80回の節目に立ち会ったのは75万人

百花繚乱、光彩陸離

会場を埋め尽くした人々は

光と音の波濤に酔いしれる

日本一の伝統と格式

誇り在る光の宴「大曲の花火」

誇誇誇宴宴宴 the Pride of Fireworks Kingdom.
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昇曲導四重芯変化菊
信州煙火工業（株）・長野県

昇曲付四重芯変化菊
（株）小口煙火・長野県

昇曲付マジカル芯
　　二度咲マジカル千輪
大曲花火化学工業 (有)・秋田県

昇曲導付三重芯変化菊
（株）山内煙火店・山梨県

昇曲導付四重芯引先紅光露
野村花火工業（株）・茨城県

昇曲付四重芯冠菊
（株）小松煙火工業・秋田県

昇曲導付三重芯点滅変化菊
（株）芳賀火工・宮城県

夜空のプラネタリウム
（株）イケブン・静岡県

昇曲導付八重芯冠菊
根岸火工 (有)・埼玉県

雪椿
（株）北日本花火興業・秋田県

昇曲導付点滅三重芯点滅変化
(有) 森煙火工場・茨城県

昇曲付ハマユウ芯百花園
（株）ホソヤエンタープライズ
　　　　　　　　　　・東京都

昇曲導付芯入彩色千輪菊
(有) 若松煙火製造所・宮城県

昇曲付四重芯変化菊
（株）紅屋青木煙火店・長野県

昇曲導付三重芯変化菊
筑北火工・堀米煙火店・茨城県

昇雄花四重芯変化菊
(有) 太陽堂田村煙火店・長野県

昇曲付三重芯変化菊
国際煙火（株）・千葉県

昇尾花三重芯錦先変化
金澤煙火工場・茨城県

昇曲導付南国ヤシに
　　アンダルシアの赤いバラ
（株）和火屋・秋田県

夜空の楽園
（株）丸玉屋小勝煙火店・東京都

昇曲導付四重芯変化菊
（株）斎木煙火本店・山梨県

昇曲付四重芯青点滅
（株）山　煙火製造所・茨城県

昇曲導付三重芯錦冠変化残輪
三遠煙火（株）・静岡県

昇曲導付三重芯銀彩の華
(有)篠原煙火店・長野県

昇曲導付三重芯変化菊
新潟煙火工業（株）・新潟県

万葉花
（株）磯谷煙火店・愛知県

昇曲付和火千輪菊
(有) 菅野煙火店・福島県

昇曲導付四重芯変化菊
(有) 菊屋小幡花火店・群馬県

昇曲導付三重芯変化菊
(有) 川崎火工服部煙火店・福島県

昇尾花付三重芯変化菊
（株）海洋化研・北海道

優
　
勝

入
　
賞

入
　
賞

入
　
賞

入
　
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

入
　
賞

優
秀
賞

準
優
勝

Omagari no HANABI , 80th Anniversary
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割
物

日
本
古
来
の
花
火
「
割
物
」

万
雷
の
音
と
と
も
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
一
瞬
の
美

そ
の
力
強
い
音
、
輝
か
し
い
煌
め
き
は

見
る
者
の
心
に
し
っ
か
り
と
足
跡
を
残
す

今
大
会
も
、
花
火
師
の
渾
身
の
一
発
が
夜
空
に
舞
い

大
輪
の
花
を
咲
か
せ
た

伝
統
と
た
ゆ
ま
ぬ
研
鑽
が
織
り
な
す

匠
の
技
を
ご
覧
あ
れ

わりもの

　花火の基本形と言われる「割物」。その花火玉の一つ一つには「玉名」と呼ば

れる名前が付けられており、打ち上がる花火の内容を示しています。
のぼりきょくつき よ え しん へん か ぎく

　例えば、玉名が「昇曲付四重芯変化菊」だった場合は「昇曲付」で光の尾を

引きながら打ち上がること、「四重芯」で４つの芯と外側にある親星で５層の同

心円を描くこと、「変化菊」で一番外側の親星の色が変化する菊花火であること

を意味しています。
や え み え よ え ご え

　玉名にある「八重芯」は３層、「三重芯」は４層、「四重芯」は５層、「五重芯」

は６層の同心円を描く花火を指します。

　以前は「３層の同心円以上を出す花火は作れない」と考えられていたことから、

２重芯の花火に「たくさん」と言う意味を込めて「八重芯」と名付けられました。

　しかし、現在は技術が進歩し、６層の同心円を描く花火まで出てきました。ま

さに、花火の世界は日進月歩。毎年、新たな試みが見る者を驚かせます。

花火の名前
ぎょく めい

「玉名」を
ご存じですか？

第80回全国花火競技大会
参加業者全割物花火

優　勝
野村花火工業　株式会社（茨城県）

「昇曲導付五重芯冠菊先緑点滅」

誇誇誇宴宴宴 the Pride of Fireworks Kingdom.
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創造

「
花
火
と
言
え
ば
丸
い
も
の
」
そ
の
既
成
概
念
を
崩
し
た
の
が
「
創
造
花
火
」

形
・
色
・
リ
ズ
ム
、
全
て
が
渾
然
一
体
と
な
り
、
鮮
や
か
な
物
語
を
夜
空
に
描
き
出
す

大
曲
に
生
ま
れ
た
「
創
造
花
火
」
は
、
時
を
経
て
全
国
に
広
が
る

今
年
も
予
想
を
覆
す
花
火
が
見
る
者
の
心
を
踊
ら
せ
た

鮮
や
か
な
色
彩
、
光
の
乱
舞

花
火
師
の
織
り
な
す
創
造
の
世
界
を
ご
覧
あ
れ

優　勝
株式会社　紅屋青木煙火店（長野県）

「我が麗しき日本の花火」

Omagari no HANABI , 80th Anniversary
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大
曲
地
域
が
発
祥
の
地
で
あ

る
「
創
造
花
火
」。
昭
和
38
年
、

当
時
の
大
会
委
員
長
だ
っ
た
佐

藤
勲
さ
ん
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ

た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　
佐
藤
さ
ん
が
考
え
た
創
造
花

火
の
テ
ー
マ
は
三
つ
。
一
つ
が

「
花
火
は
丸
く
な
く
て
も
よ

い
」、
二
つ
目
が
「
複
雑
な
配
色

を
避
け
、
単
色
化
す
る
」、
そ
し

て
三
つ
目
が
「
花
火
の
筒
の
大

小
の
組
み
合
わ
せ
で
、
打
ち
上

げ
に
リ
ズ
ム
感
と
立
体
感
を
出

す
」
こ
と
。

　「
玄
人
受
け
す
る
昔
な
が
ら
の

花
火
で
は
な
く
、
一
般
に
分
か

り
や
す
く
、
十
分
に
楽
し
め
る

花
火
」
を
テ
ー
マ
に
次
々
と
新

し
い
企
画
を
打
ち
出
し
、
大
曲

の
花
火
の
礎
を
作
り
上
げ
ま
し

た
。

　
佐
藤
さ
ん
が
大
会
に
か
け
た

熱
い
情
熱
は
、
今
も
大
曲
の
空

を
鮮
や
か
に
彩
っ
て
い
ま
す
。

明治43年、大曲生まれ。昭和37年から平成６年まで
大会委員長、大会顧問を歴任。平成元年秋田県文化功労
賞受賞。平成８年５月死去、享年86歳。

創造花火の生みの親

佐　藤　　勲

（株）和火屋・秋田県
「服部半蔵　くの一に恋をする」

（株）小松煙火工業・秋田県
「ライムライト」

（有）篠原煙火店・長野県
「わび・さび・みやび

ジャポニズム」

準優勝
（株）北日本花火工業
「秋田音頭を踊るスギッチ
Ｈ19年秋田わか杉国体開催」

（株）ホソヤエンタープライズ・東京都
「新風“和同の泉”」

野村花火工業（株）・茨城県
「夕暮れの情景」

大曲花火化学工業（有）・秋田県
「大奥～華の乱～」

誇誇誇宴宴宴 the Pride of Fireworks Kingdom.
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大
会
提
供

　
大
会
の
白
眉
で
あ
る

「
大
会
提
供
」
。
全
長
５

０
０
メ
ー
ト
ル
の
超
ワ

イ
ド
ス
タ
ー
マ
イ
ン
は

「
大
曲
の
花
火
」
の
代
名

詞
で
あ
り
、
毎
年
違
っ

た
企
画
で
観
衆
を
魅
了

し
ま
す
。

　
今
年
は
80
回
を
記
念

し
て
「
日
本
の
花
火
」
と

題
し
、
和
楽
器
を
使
用

し
た
音
楽
に
乗
せ
て
日

本
の
花
火
史
の
移
り
変

わ
り
を
イ
メ
ー
ジ
し
つ

つ
日
本
花
火
の
真
髄
を

披
露
。
ま
た
、
大
会
に
参

加
し
た
30
の
花
火
業
者

に
花
火
玉
の
製
作
を
依

頼
す
る
な
ど
、
節
目
の

大
会
に
ふ
さ
わ
し
い
花

火
絵
巻
を
描
き
ま
し
た
。

　
３
部
構
成
で
演
出
さ

れ
た
大
会
提
供
は
、
鼓

と
太
鼓
の
音
楽
に
合
わ

せ
日
本
の
伝
統
美
と
新

作
花
火
の
競
演
で
幕
を

開
け
ま
し
た
。
続
い
て

琴
や
尺
八
の
静
か
な
曲

調
の
中
、
日
本
で
し
か

作
る
こ
と
の
で
き
な
い

和
火
や
芯
入
り
大
玉
割

物
の
花
火
を
打
ち
上
げ

ま
し
た
。
大
玉
に
つ
い

日
本
の
花
火

伝
統
美
の

真
髄

80th
Anniversary

Omagari no HANABI , 80th Anniversary
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て
は
、
全
国
の
花
火
競

技
大
会
割
物
の
部
で
優

勝
経
験
の
あ
る
参
加
業

者
が
製
作
す
る
な
ど
世

界
に
誇
る
日
本
の
技
術

を
披
露
。
そ
し
て
最
後

は
、
三
味
線
の
激
し
い

音
楽
に
合
わ
せ
て
豪
華

絢
爛
な
日
本
の
花
火
で

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
最
新
の
技
術
と
伝
統

の
技
が
融
合
し
、
ま
さ

に
音
と
光
の
饗
宴
と
呼

ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
６
分

25
秒
の
ド
ラ
マ
で
し
た
。

壱

弐

参

四

五

六

誌
上
再
現
〜
６
分
25
秒
の
ド
ラ
マ

徳川家康が見たと言わ
たち

れる「立花火」と芯入割

物で開始。

伝統的な吊り物花火

「松島」と新作割物の

共演。

全国の競技大会で優勝

した業者による芯入大

玉で日本花火の神髄を

披露。

大玉割物と銀柳、横

連星などで迫力あ

る演出。

これでもかと言わんばか

りに各色牡丹花火が空を

埋め尽くす。

V トラと花万雷で
にぎにぎ

賑々しくフィナー

レを迎える。

誇誇誇宴宴宴 the Pride of Fireworks Kingdom.
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フィナーレでは、花火師と観客がお互いに

トーチを振ってエールの交歓を行う

観客は花火師の技を讃え

花火師は感謝とともに応える

花火は夏の風物詩

大会が終わると駆け足で秋が訪れる

人々の振るトーチは、

まるで過ぎ去る夏を惜しむよう

また来年、この地で再会を

　
長
野
県 

／
株
式
会
社
　
紅
屋
青
木
煙
火
店

【
優
　
勝
】 

経
済
産
業
大
臣
賞
・
大
会
会
長
賞
・
大
曲
商
工
会
議
所
会
頭
賞
・
秋
田
魁
新
報
社
賞

　
長
野
県
／
株
式
会
社
　
紅
屋
青
木
煙
火
店

　
玉
　
名
／
我
が
麗
し
き
日
本
の
花
火

【
準
優
勝
】
　

大
会
会
長
賞
・
大
仙
市
長
賞
・
A
K
T
秋
田
テ
レ
ビ
賞

　
秋
田
県
／
株
式
会
社
　
北
日
本
花
火
興
業

　
玉
　
名
／
「
秋
田
音
頭
を
踊
る
ス
ギ
ッ
チ
〜
Ｈ
19
年
秋
田
わ
か
杉
国
体
開
催
〜
」

【
優
秀
賞
】
　

大
会
会
長
賞

　
愛
知
県
／
株
式
会
社
　
磯
谷
煙
火
店

　
茨
城
県
／
野
村
花
火
工
業
　
株
式
会
社

　
東
京
都
／
株
式
会
社
　
丸
玉
屋
小
勝
煙
火
店

【
入
賞
】
大
会
会
長
賞

　
秋
田
県
／
株
式
会
社
　
小
松
煙
火
工
業

　
静
岡
県
／
株
式
会
社
　
イ
ケ
ブ
ン

　
群
馬
県
／
有
限
会
社
　
菊
屋
小
幡
花
火
店

　
東
京
都
／
株
式
会
社
　
ホ
ソ
ヤ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

　
長
野
県
／
有
限
会
社
　
篠
原
煙
火
店

　
宮
城
県
／
株
式
会
社
　
芳
賀
火
工

　
山
梨
県
／
株
式
会
社
　
齊
木
煙
火
本
店

　
茨
城
県
／
筑
北
火
工
・
堀
米
煙
火
店

　
新
潟
県
／
新
潟
煙
火
工
業
　
株
式
会
社

　
福
島
県
／
有
限
会
社
　
菅
野
煙
火
店

【
優
　
勝
】
中
小
企
業
庁
長
官
賞
・
大
会
会
長
賞
・
大
曲
商
工
会
議
所
会
頭
賞
・
朝
日
新
聞
社
賞

　
茨
城
県
／
野
村
花
火
工
業
　
株
式
会
社

　
玉
　
名
／
昇
曲
導
付
四
重
芯
引
先
紅
光
露

　
　
　
　
　
昇
曲
導
付
五
重
芯
冠
菊
先
緑
点
滅

【
準
優
勝
】
大
会
会
長
賞
・
大
仙
市
議
会
議
長
賞
・
A
B
S
秋
田
放
送
賞

　
群
馬
県
／
有
限
会
社
　
菊
屋
小
幡
花
火
店

　
玉
　
名
／
昇
曲
導
付
四
重
芯
変
化
菊

　
　
　
　
　
光
の
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン

【
優
秀
賞
】
大
会
会
長
賞

　
茨
城
県
／
株
式
会
社
　
山
　
煙
火
製
造
所

　
愛
知
県
／
株
式
会
社
　
磯
谷
煙
火
店

　
山
梨
県
／
株
式
会
社
　
齊
木
煙
火
本
店

創
造
花
火
の

部

10
号
割
物
の

部

最
優
秀
賞
　
内
閣
総
理
大
臣
賞

Omagari no HANABI , 80th Anniversary
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【
入
　
賞
】
大
会
会
長
賞

　
長
野
県
／
有
限
会
社
　
太
陽
堂
田
村
煙
火
店

　
秋
田
県
／
株
式
会
社
　
小
松
煙
火
工
業

　
東
京
都
／
株
式
会
社
　
丸
玉
屋
小
勝
煙
火
店

　
長
野
県
／
有
限
会
社
　
篠
原
煙
火
店

　
茨
城
県
／
筑
北
火
工
・
堀
米
煙
火
店

【
優
　
勝
】
秋
田
県
知
事
賞
・
大
会
会
長
賞
・
大
曲
商
工
会
議
所
会
頭
賞

　
長
野
県
／
信
州
煙
火
工
業
　
株
式
会
社

　
玉
　
名
／
昇
曲
導
遊
飛
煙
舞

【
準
優
勝
】
大
会
会
長
賞
・
社
団
法
人
秋
田
県
観
光
連
盟
会
長
賞

　
長
野
県
／
株
式
会
社
　
小
口
煙
火

　
玉
　
名
／
風
神
・
雷
神
の
響

【
優
秀
賞
】
大
会
会
長
賞

　
群
馬
県
／
有
限
会
社
　
菊
屋
小
幡
花
火
店

　
秋
田
県
／
大
曲
花
火
化
学
工
業
　
有
限
会
社

【
入
賞
】
大
会
会
長
賞

　
秋
田
県
／
株
式
会
社
　
北
日
本
花
火
興
業

　
宮
城
県
／
株
式
会
社
　
芳
賀
火
工

　
長
野
県
／
株
式
会
社
　
紅
屋
青
木
煙
火
店

【
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
】

　
秋
田
県
／
株
式
会
社
　
北
日
本
花
火
興
業

【
社
団
法
人
日
本
煙
火
協
会
会
長
賞
】

　
愛
知
県
／
株
式
会
社
　
磯
谷
煙
火
店

最
優
秀
賞

大
仙
市
長
賞

大
花
火
日
本
の
平
和
へ
拍
手
す
る

鷹
　
觜
　
ひ
ろ
の
り（
千
葉
県
）

優
秀
賞

大
曲
商
工
会
議
所
会
頭
賞

出
身
を
問
え
ば
花
火
の
ま
ち
と
伝
う

鎌
　
田
　
タ
カ
子
　（
横
手
市
）

優
秀
賞

大
仙
市
教
育
長
賞

こ
の
子
ら
に
残
す
未
来
と
い
う
花
火

木
　
村
　
と
も
子
　（
美
郷
町
）

秀
逸
賞

株
式
会
社
Ｔ
Ｍ
Ｏ
大
曲
賞

合
併
の
町
一
杯
に
大
花
火

近
　
藤
　
茂
　
子
　（
新
潟
県
）

秀
逸
賞

秋
田
県
川
柳
懇
話
会
賞

花
火
見
て
許
す
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た

佐
々
木
　
満
　
栄
　（
岩
手
県
）

秀
逸
賞

大
曲
郵
便
局
長
賞

花
火
の
日
か
ら
り
と
晴
れ
る
お
ば
こ
節

高
　
木
　
弘
　
江
　（
大
曲
地
域
）

秀
逸
賞

Ｎ
Ｐ
Ｏ
大
曲
花
火
倶
楽
部
賞

い
つ
か
ら
か
母
の
手
を
引
く
遠
花
火

吉
　
田
　
宏
　
子
　（
仙
北
地
域
）

秀
逸
賞

大
曲
花
火
通
り
商
店
街
賞

あ
ぜ
道
の
父
の
背
で
見
た
遠
花
火

　
森
　
　
ひ
ろ
子
　（
東
京
都
）

秀
逸
賞

の
び
の
び
ら
ん
ど
賞

ミ
サ
イ
ル
の
憂
い
を
砕
け
大
花
火

深
　
山
　
　
輝
　
　（
美
郷
町
）

第
２
回
全
国
誌
上
花
火
川
柳
優
秀
句
発
表

　
大
曲
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
の
び

の
び
ラ
ン
ド
」
の
主
催
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
「
第

２
回
全
国
誌
上
花
火
川
柳
」
の
表
彰
式
が
８
月
25

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
応
募
総
数
は
５
１
０
通
。
花
火
を
ユ
ニ
ー
ク
に

表
現
し
た
も
の
や
、
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
と

ら
え
た
も
の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
句
が
全
国
か
ら
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
次
の
作
品
が
優
秀
句
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

昼
花
火
の

部

誇誇誇宴宴宴 the Pride of Fireworks Kingdom.
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10月から視聴できます

地上デジタル放送

麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

体
調
の
良
い
時
に
接
種
く
だ
さ
い

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か

　
ユ
ニ
カ
ー
ル
や
ス
マ
イ
ル
ボ
ー
リ
ン
グ
な

ど
、
誰
で
も
無
理
な
く
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。
ま
ず
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
大
仙
市
民（
小
学
生
以
上
）

◆
日
時
／
11
月
11
日（
土
）午
前
９
時
受
け
付

け
開
始

◆
会
場
／
大
曲
体
育
館（
大
曲
庁
舎
隣
り
）

◆
参
加
費
／
無
料

◆
申
込
受
付
期
限
／
10
月
27
日（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
２
２
ま
で

　
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

は
、県
内
の
個
別
予
防
接
種
協
力
医
療
機
関
で

あ
れ
ば
ど
こ
で
も
接
種
で
き
ま
す
。医
療
機
関

に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
平
成
12
年
４
月
２
日
か
ら
13
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

◆
接
種
期
間
／
19
年
３
月
31
日
ま
で

◆
接
種
場
所
／
個
別
予
防
接
種
協
力
医
療
機
関

◆
料
金
／
無
料

◆
持
参
す
る
も
の
／
予
診
票
と
母
子
手
帳

【
問
い
合
わ
せ
】

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
各
分
室

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
８
７（
63
）９
３
０
１
ま
で

大平山山頂の大曲中継局（電波塔）。

【受信に関する問い合わせ】

総務省地上デジタルテレビジョン

放送受信相談センター

 ☎ 0570-07-0101まで
【視聴地域に関するホームページ】

地上デジタル放送推進協会

http://www.d-pa.org

　大曲中継局の改修が間もなく終了し、10月１日から

市内でも県内各放送局の地上デジタル放送を視聴する

ことができます。

　視聴にはUHF アンテナと地上デジタル放送対応の

テレビ、アナログテレビの場合はデジタルチューナー

またはデジタルチューナー内蔵録画機が必要です。

　地上デジタル放送の詳細については

広報だいせん７月16日号をご覧になる

か、受信相談センターまたは地上デジ

タル推進協議会までお問い合わせくだ

さい。

※９月下旬から試験電波を発信します。

市役所からの
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保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
。

　
有
効
期
限
が
切
れ
た
保
険
証
は
各
自
で
廃

棄
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

各
総
合
支
所
市
民
課

国
保
年
金
課
☎
０
１
８
７（
63)

１
１
１
１

内
線
１
０
３
・
１
２
８
ま
で

　
よ
り
多
く
の
女
性
に
行
政
施
策
や
方
針
決

定
の
場
へ
参
画
し
て
も
ら
え
る
よ
う
「
女
性

人
材
リ
ス
ト
」
を
作
成
し
ま
す
。
登
録
さ
れ

た
方
を
審
議
会
な
ど
の
委
員
へ
推
薦
し
ま

す
。
男
女
共
同
参
画
推
進
た
め
、
女
性
人
材

リ
ス
ト
へ
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格
／
20
歳
以
上
の
女
性
で

①
市
内
に
在
住
・
勤
務
し
て
い
る
方
、
ま
た

国
民
健
康
保
険
証
の
更
新

10
月
か
ら
新
し
く
な
り
ま
す　

10
月
１
日

か
ら
国
民
健

康
保
険
被
保

険
者
証
が
新

し
く
な
り
ま

す
。
国
保
に

加
入
さ
れ
て

い
る
方
に
は
、

９
月
下
旬
に

世
帯
主
あ
て

で
全
員
分
の

事
前
相
談

開
発
許
可
が

不
要
の
場
合

届
け
出

届
け
出
の
審
査

地
区
計
画
の

適
合
通
知

建
築
確
認
申
請

申
請
の
審
査

確
認
済
証
交
付

工
事
着
手

開
発
許
可
が

必
要
な
場
合

開
発
許
可
申
請

申
請
の
審
査

開
発
許
可

大
曲
都
市
計
画
地
区
計
画

区
域
内
の
建
設
等
に
は
届
け
出
が
必
要

　
大
曲
駅
東
第
１
地
区
地
区
計
画
が
決
定
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
地
区
計
画
の
区

域
内
で
建
物
の
建
築
や
宅
地
造
成
な
ど
を
行

う
場
合
は
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
都
市
計
画
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

都
市
計
画
課（
大
曲
南
庁
舎
２
階
）

☎
０
１
８
７（
66
）４
９
０
８
ま
で

メ
ー
ルtoshikei@

city.daisen.akita.jp

奥
羽
太
田
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

出
場
選
手
を
募
集
し
て
い
ま
す

「
女
性
人
材
リ
ス
ト
」
の
登
録

知
識
や
経
験
を
生
か
し
ま
せ
ん
か

地区計画の
届出制度
届け出から工事着手までに
は、30日以上の手続き期間
が必要です。

見  本
新しくなる保険者証の見本。

は
市
内
の
団
体
に
所
属
し
て
い
る
方

②
各
種
分
野
の
見
識
や
経
験
が
あ
る
方

③
各
種
審
議
会
等
に
委
員
と
し
て
参
画
す
る

こ
と
を
希
望
し
、
リ
ス
ト
へ
の
登
録
に
同

意
で
き
る
方

◆
申
し
込
み
方
法
／
女
性
人
材
リ
ス
ト
登
録

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
男
女
共

同
参
画
室
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
登
録
の
た
め
の
申
請
書
は
男
女
共
同
参
画

室
に
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

男
女
共
同
参
画
室

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

内
線
２
９
９
ま
で

　
太
田
地
域
で
ロ
ー
ド
レ
ー
ス（
マ
ラ
ソ
ン
）

大
会
を
行
い
ま
す
。
完
走
者
に
は
抽
選
で

「
あ
き
た
こ
ま
ち
」（
新
米
・
10
㎏
）を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

◆
コ
ー
ス
距
離
／
２
キ
ロ
、５
キ
ロ
、10
キ
ロ

◆
日
時
／
10
月
８
日（
日
）午
前
９
時
〜

◆
会
場
／
奥
羽
山
荘
周
辺
特
設
コ
ー
ス
（
奥

羽
山
荘
駐
車
場
発
着
）

◆
参
加
費
／
小
・
中
学
生
５
０
０
円
、
高
校

生
１
５
０
０
円
、
一
般
２
０
０
０
円
（
保

険
料
含
む
）

◆
申
込
受
付
期
限
／
９
月
22
日（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

教
育
委
員
会
太
田
分
室

☎
０
１
８
７（
88
）１
１
１
９
ま
で

大曲庁舎
大仙市大曲花園町１番１号
☎0187-63-1111

西仙北庁舎
大仙市刈和野字本町５番地
☎0187-75-1111

南外庁舎
大仙市南外字下袋218番地
☎0187-74-2111

大曲南庁舎
大仙市大曲日の出町２丁目８番４号
☎0187-66-4905

中仙庁舎
大仙市北長野字茶畑141番地
☎0187-56-2111

仙北庁舎
大仙市高梨字田茂木10番地
☎0187-63-3003

神岡庁舎
大仙市神宮寺字蓮沼16番地３
☎0187-72-2111

協和庁舎
大仙市協和境字野田４番地
☎018-892-2111

太田庁舎
大仙市太田町太田字新田田尻３番地４
☎0187-88-1111
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　９月２日、太田文化プラザで第11回民謡秋田お

はら節全国大会が行われ、全国から80人が参加し

ました。一般の部で優勝したのは、大曲農業高校２

年の浜口優花さん（大曲地域・16歳）。大仙市発足

後２回目の大会で市民から優勝者が出る喜ばしい

結果となりました。主な入賞者は次のとおりです。

【一般の部】▼優勝＝浜口優花（大曲地域）▼準優勝

＝伊藤隆志（横手市）▼３位＝深瀬康子（中仙地域）

【熟年の部】▼優勝＝佐藤良雄（にかほ市）▼準優勝

＝戸堀孝吉（中仙地域）▼３位＝三浦モモエ（にかほ

市）【少年少女の部】▼優秀賞＝地主和希（仙北市）

▼敢闘賞＝倉田珠衣（太田地域）　　　 　〈敬称略〉

第11回民謡秋田おはら節全国大会

大曲地域の浜口優花さんが優勝

ひ ばりひで

　「心臓移植しか助かる道がない」と宣告された雲雀英
ゆき

行さんが、全国各地から集まったみなさんの善意によ

り、アメリカで手術を行い無事成功。両親とともに秋田

に帰って来ました。

　英行さんの父・博英さんは太田地域国見の出身で、市

内の同級生が息子のために募金活動をしてくれたお礼

雲雀英行くんが大仙市の方々にお礼
みなさんの善意に感謝

　７月22日、大曲球場で行われた「第28回全国スポー

ツ少年団軟式野球交流大会東北 Iブロック代表決定戦」

で、角間川ブレーブス Jr スポーツ少年団（藤原雄光監

督・団員24人）が優勝し全国大会に出場、本戦で敗れ

たもののその後行われた交流戦では２勝しました。

　大会では、出場選手を対象とした野球教室もあり、元

第28回全国スポ少軟式野球交流大会
角間川ブレーブスJr全国大会出場

　大仙市、美郷町の森林組合、製材所、工務店、建

築設計者らで組織するアキスギネットが、秋田わか

杉国体に向けた選手歓迎とムード向上のために、地

場産秋田杉材を利用した看板を市に寄贈しました。

　同会では、この看板で来県選手を歓迎するだけ

でなく、地元の人たちにも改めて秋田杉の良さを

知ってもらいたいと、当市や美郷町の施設や国体

会場に看板

を寄贈しま

した。

　また、看板

設置を希望

する飲食店

やホテルな

どには実費

（1 , 0 0 0 ～

2,000 円程

度）でお分け

しますので、

ご希望の方

はアキスギ

ネット事務

局（☎ 0187-
63-1850）ま

でお問い合

わせくださ

い。

アキスギネット

秋田杉の国体歓迎看板を寄贈

優勝報告のため、
市役所を訪れた藤
原監督（写真右）と
メンバー。

無事に手術を終えた
雲雀英行さん（写真中
央）。現在、元気に秋
田市内の中学校に通
学しています。

秋空の下で行われた定期能公演。
伝統の技が、見る者を幽玄の世界
に誘います。

栗林市長に国体歓迎看板
が手渡されました。
看板設置を希望される方
は、アキスギネットまで
申し込みください。

に、太田地域を訪れ

ました。

か とりよしたか

巨人軍の鹿取義隆さ
すみみつ お

んや角盈男さんなど

によるピッチング指

導も行われました。
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　８月17日、豊川の水神社例大祭が行われ、秋田県唯一

の国宝「線刻千手観音等鏡像」が一般公開されました。

　年に一度の公開日ということ

で、この日は約200人の拝観者

が訪れました。拝観者は、鏡を

目の前にすると神妙な面持ちで

深々と頭を下げ、その後身を乗

り出し観察したり写真に収めた

りと、思い思いの方法で国宝鏡

との対面を堪能していました。

国宝「線刻千手観音等鏡像」ご開帳
年に一度の一般公開

　中仙中学校（藤峯尉一郎校長・生徒数226人）の女子

バスケットボール部が、先月行われた東北中学校バス

ケットボール大会で準優勝し、２年連続で全国大会に

出場しました。

　８月18 日から高知県で行われた全国大会では決勝

トーナメントに進出しましたが、惜しくもベスト16で

東北中学校バスケットボール大会
２年連続全国大会へ出場

　８月24日、札幌市消防学校を会場に行われた「第35

回全国消防救助技術大会」の陸上訓練の部で、大曲仙北

広域市町村圏組合消防本部が好成績を修めました。

　この大会は訓練成果や救助技術の交換、体力・精神力

の向上を目的に毎年実施されている消防救助技術の全

国大会。大曲仙北消防本部からは、３種目に６人の隊員

第35回全国消防救助技術大会
日々の訓練が身を結び

二つ並べられた鏡は、右が
本物で、左がレプリカです。

見事、上位入賞
を果たした消防
士のみなさん。

全国大会出場を報
告に訪れた監督と
メンバーたち。

敗退。来年のさら

なる活躍が期待さ

れます。

61年越しの卒業証書

　８月30日、兵役のため小学校の卒業証書をもらえな

いまま卒業した齊藤昭夫さん（仙北地域堀見内）に卒業

証書が授与されました。

　一人だけの卒業証書授与式は、喜寿を記念する同窓

会に合わせ、齊藤さんの同級生たちにより企画された

一人だけの卒業証書授与式

現横堀小学校の森元憲美
校長から卒業証書が授与。

もの。

　齊藤さんは「横堀尋常

高等小学校の卒業証書

は、私にとって一生の宝

物となります」と喜びを

話しました。

　８月27 日、協和地域のまほろば唐松能楽殿

で「定期能公演」が行われました。

　喜多流能楽師の粟谷能夫師一行と和泉流狂言
つち ぐ

師の石田幸雄師一行を招き、能「井筒」「土蜘
も

蛛」の２番、狂言「栗焼」の１番、仕舞「雨月」

「浮舟」の２番が華やかに舞われました。

　平成２年から毎年開催されている能公演。県

内外から訪れた観客が、秋風のそよぐ野外の能

舞台で、伝統芸能を心ゆくまで鑑賞しました。

　同能楽殿では、毎年春に薪能、秋に定期能公

演が行われています。

まほろば唐松定期能公演

奥深い幽玄の世界

優勝は地元大仙出身の
浜口優花さん。
「おはら節全国大会」では、
嬉しい初優勝となりました。

が秋田県代表とし

て参加。日々の訓

練の結果を発揮し

ました。
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昼
山
地
。
知
っ
て
い
る
よ
う
で
意
外
に

　
　
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
特
に
主
峰
の
和

賀
岳
の
語
源
が
、
ア
イ
ヌ
語
の
「
ワ
ッ
カ
」

（
美
し
い
水
）で
あ
る
と
あ
り
ま
し
た
が
、
す

ご
く
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
響
き
で
す
。「
響
」
は

「
郷
」
の
「
音
」
と
書
き
ま
す
。
ま
さ
し
く
、

神
々
し
い
木
々
の
生
命
が
み
な
ぎ
る
森
の

山
々
を
感
じ
ま
す
。
と
て
も
興
味
深
く
読
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
大
曲
地
域
・
44
歳
女
性
）

　
　
昼
山
地
の
写
真
が
す
ご
く
き
れ
い
で
し

　
　
た
。
登
山
が
で
き
る
こ
と
は
知
ら
な

か
っ
た
の
で
、
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
登
り
た

い
で
す
。

（
仙
北
地
域
・
17
歳
女
性
）

　
　
子
化
が
叫
ば
れ
る
昨
今
、
39
歳
で
第
２

　
　
子
を
出
産
！
わ
れ
な
が
ら
頑
張
り
ま
し

た
！

（
大
曲
地
域
・
39
歳
女
性
）

　
　
材
厨
房
の「
ナ
ス
の
漬
物
と
餅
米
漬
け
」。

　
　
本
当
に
助
か
り
ま
し
た
。
こ
の
レ
シ
ピ

を
切
り
抜
い
て
保
存
し
ま
す
。
や
っ
と
知
り

得
た
貴
重
な
情
報
で
す
。

（
大
曲
地
域
・
47
歳
女
性
）

　
　
の
前
、
全
国
中
継
の
テ
レ
ビ
番
組
で
モ

　
　
ロ
ヘ
イ
ヤ
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
自
分
た
ち
が
住
む
地
域
の
特
産
品
が
取

り
上
げ
ら
れ
る
と
実
に
う
れ
し
い
で
す
。

（
大
曲
地
域
・
38
歳
男
性
）

　
　
集
「
真
昼
山
地
」
中
、
花
々
が
咲
き
乱

　
　
れ
る
姿
、
和
賀
岳
に
人
知
れ
ず
根
を
張

る
高
山
植
物
の
姿
に
自
然
の
恵
み
を
感
じ
ま

し
た
。
近
場
に
い
な
が
ら
花
木
に
疎
い
私
で

す
が
、
足
腰
が
伸
び
る
内
に
百
花
繚
乱
の
お

花
畑
を
見
た
い
も
の
で
す
。
一
服
の
清
涼
剤

で
し
た
。「
稜
線
に
、
虹
が
見
え
て
の
、
花
畑
」

（
大
曲
地
域
・
64
歳
男
性
）

　
　
回
の
特
集
「
真
昼
山
地
」
を
と
て
も
興

　
　
味
深
く
読
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
写

真
も
き
れ
い
で
、
ま
だ
登
っ
た
こ
と
の
な
い

和
賀
岳
の
魅
力
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
い
つ

か
和
賀
岳
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
で

す
。
し
か
し
、
倉
田
さ
ん
の
「
他
人
任
せ
の

登
山
者
が
多
い
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
読
ん

で
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
倉
田
さ
ん
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
、
私
も
い
つ
か
は
和

賀
岳
に
…
。

（
南
外
地
域
・
53
歳
女
性
）

　
　
元
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
の
高
橋
直

　
　
美
さ
ん
の
活
動
に
感
動
し
ま
し
た
。
私

も
若
い
こ
ろ
か
ら
写
真
が
好
き
で
、
昔
撮
っ

た
フ
ィ
ル
ム
が
箱
に
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
ま

す
。
年
を
重
ね
る
に
従
っ
て
多
忙
に
な
り
、

な
か
な
か
夢
が
実
現
し
ま
せ
ん
が
あ
と
少
し

で
退
職
。
そ
の
後
は
毎
日
カ
メ
ラ
を
持
ち
歩

き
、
と
り
あ
え
ず
「
人
間
の
働
く
姿
」
を
記

録
に
と
ど
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
西
仙
北
地
域
・
69
歳
男
性
）

今

今 特

 

８
月
16
日
号
に
寄
せ
ら
れ
た
お
手
紙
か
ら

真

地

ご

食 少

高

　空の色、雲の形も秋

に衣替え。草むらには

たくさんのススキが揺

れています。

　稲穂も稔り、後は収

穫を待つばかり。いつ

のまにかすっかり秋模

様です。

　

図

稔りの秋が始まる

　
　
年
の
高
校
野
球
は
感
動
的
な
形
で
幕
を

　
　
閉
じ
ま
し
た
。
日
本
中
に
元
気
を
分
け

て
く
れ
た
気
が
し
ま
す
。
来
年
の
秋
田
わ
か

杉
国
体
で
も
こ
の
よ
う
な
感
動
が
味
わ
い
た

い
で
す
。
選
手
の
み
な
さ
ん
、
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
！

（
協
和
地
域
・
48
歳
女
性
）

　
　
校
野
球
で
優
勝
し
た
早
稲
田
実
業
学
校

　
　
の
斎
藤
投
手
。
私
の
大
好
き
な
ヨ
ン
様

を
１
日
に
し
て
超
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
な

か
な
か
素
敵
な
青
年
で
す
よ
ね
。

（
大
曲
地
域
・
63
歳
女
性
）

　
　
み
収
集
所
当
番
の
方
に
提
言
。
次
の
当

　
　
番
の
方
に
収
集
所
の
鍵
を
渡
す
前
に
、

掃
除
し
た
方
が
良
い
の
で
は
。
気
持
ち
良
く

利
用
で
き
る
は
ず
で
す
。

（
大
曲
地
域
・
65
歳
女
性
）

　
　
書
カ
ー
ド
を
当
て
て
、
孫
に
絵
本
を
買

　
　
っ
て
あ
げ
た
い
で
す
。
ど
う
か
当
た
り

ま
す
よ
う
に
…
。（

中
仙
地
域
・
54
歳
女
性
）

　
　
書
カ
ー
ド
が
つ
い
に
当
た
り
、
欲
し
い

　
　
本
を
購
入
し
ま
し
た
。
な
か
な
か
う
れ

し
い
も
の
で
す
。
暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、

体
調
に
気
を
つ
け
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

（
大
曲
地
域
・
51
歳
男
性
）

図

真こ
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reci 17
南外地

自
然
の
甘
み
が

生
き
て
い
ま
す

手
軽
で
簡
単

手
軽
で
簡
単

健
康
メ
ニ
ュ
ー

手
軽

単

健
康
メ
ニ
ュ
ー

手
軽

単

ヘ
ル
シ
ー

か
ぼ
ち
ゃ
チ
ー
ズ
焼
き

か
ぼ
ち
ゃ
ポ
タ
ー
ジ
ュ

今回の料理の先生は

今 野 久 子さん
（南外地域・小出）

材料
【かぼちゃチーズ焼き】（２人分）
◎カボチャ／400g◎ブナピー／1パック◎とろけ
るチーズ／4枚◎枝豆／80g◎塩、こしょう、パセ
リ／少々
【かぼちゃポタージュ】（２人分）
◎カボチャ／300g◎牛乳／200cc◎食パン／1/2

枚◎砂糖、塩、こしょう、油／少々

作り方

【かぼちゃチーズ焼き】
① カボチャの皮をとり、１口大に切り電子レンジ
　 で温める。
② ブナピーは熱湯でゆでて塩、こしょうを振る。
③ グラタン皿に①②を入れ、上にチーズをのせ
　 オーブンで焼き色が付くまで加熱する。
④ みじん切りのパセリを散らして完成。
【かぼちゃポタージュ】
① カボチャの皮をとり、煮る。
② ザルでカボチャを裏ごしする。
③ 食パンを6mm角に切り、フライパンでカリカリ
　 に焼く。
④ 鍋にカボチャと牛乳、塩、こしょうを入れ、か
　 き混ぜながら温める。
⑤ 器に注ぎ、カリカリの食パンを浮かべて完成。

※わが家の定番料理で毎日食べて
ます。カボチャを裏ごしして冷
凍パックすればいつでも料理に
使えます。茶飲み友達にも好評
です。

　
　
盆
に
な
っ
た
ら
暑
く
な
り
、
野
菜
も
元

　
　
気
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
自

分
で
育
て
た
野
菜
な
の
で
大
事
に
育
て
た
い

と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
毎
日
の
日
照
り

で
ナ
ス
な
ど
も
実
が
な
か
な
か
大
き
く
な
り

ま
せ
ん
。
恵
の
雨
が
欲
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

（
協
和
地
域
・
48
歳
女
性
）

　
　
曲
の
花
火
の
競
技
会
場
の
場
所
取
り
に

　
　
つ
い
て
で
す
が
、
今
回
の
大
会
か
ら
場

所
取
り
が
禁
止
と
な
り
午
前
５
時
開
場
と
な

り
ま
し
た
。
確
か
に
、
会
場
準
備
の
妨
げ
を

な
く
す
た
め
に
は
効
果
的
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
封
鎖
解
除
後
に
一
斉
に
駆
け
出
し
、
け

が
人
が
出
る
危
険
性
が
あ
る
の
で
は
？

（
大
曲
地
域
・
38
歳
男
性
）

大

　
　
Ｈ
Ｋ
の
公
開
収
録
番
組
「
ふ
る
さ
と
競

　
　
演
」
が
楽
し
み
。
テ
レ
ビ
放
送
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
放
送
日
は

い
つ
で
し
ょ
う
か
？

（
中
仙
地
域
・
44
歳
女
性
）

【
広
報
担
当
】

　「
ふ
る
さ
と
競
演
」
の
放
送
日
は
ま
だ
未
定

で
す
の
で
、
決
定
次
第
広
報
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
大
仙
市
と
仙
北
市
、
果
た
し
て
ど
ち

ら
が
勝
利
す
る
で
し
ょ
う
か
？

　
　
雨
が
明
け
た
ら
18
日
間
も
雨
ら
し
い
雨

　
　
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
畑
の
作
物
と

同
様
、
私
た
ち
も
暑
さ
に
息
も
絶
え
絶
え
。

晴
天
が
恨
め
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。

（
協
和
地
域
・
63
歳
男
性
）

Ｎ

お

梅

第80回全国花火競技大会「大曲の花火」
今年は何万人の方が来場したでしょうか？

①　57　　②　75　　③　102

９ 30

　答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、広報誌の感想や市

への質問などをお書きの上、秘書広報課までお送りくださ

い。また、ハガキ以外でもファックス（0187-63-1119）、

Eメール（kouhou@city.daisen.akita.jp）でご応募ください。

　
　
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
市

　
　
内
の
あ
ち
こ
ち
に
あ
る
消
雪
設
備
を
使

用
し
、
打
ち
水
を
行
っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
利
用
料
金
も
高
く
な
っ
て
い
る
の
に
、

そ
れ
が
３
カ
月
間
し
か
利
用
で
き
な
い
の
は

も
っ
た
い
な
い
で
す
。

（
大
曲
地
域
・
68
歳
男
性
）

【
道
路
河
川
課
】

　
大
曲
地
域
に
、
消
雪
組
合
で
管
理
し
て
い

る
消
雪
パ
イ
プ
は
１
８
８
カ
所
あ
り
、
そ
れ

ら
に
対
し
、
市
で
は
冬
期
間
に
限
り
電
気
料

金
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
夏
場
の
利
用
に
関
し
て
は
助
成
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
各
組
合
の
話
し
合
い
に
よ
っ
て

決
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

暑
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さまざまな講座から選べます
NHK学園生涯学習通信講座

　趣味や教養、語学、資格など、

通信講座で学んでみませんか。

　詳しい内容・資料請求（無料）に

ついては、NHK学園までお問い合

わせください。

◆受講期間／３カ月から１年

【問い合わせ・資料請求】

NHK学園

☎ 042-572-3151
資料請求

☎ 0120-06-8881まで

大曲地域職業訓練センター
各種講習会

　地域職業訓練センターでは各種

講習会を行います。詳しい内容に

ついてはお問い合わせください。

■アーク溶接特別教育

日時／10月２日（月）から４日

（水）までの午前９時～午後５時

定員／30人

受講料／8,000円

申込受付期限／９月22日（金）

■高所作業車特別教育（10m未満）

日時／10月10日（火）・11日

（水）の午前９時～午後５時

定員／30人

受講料／10,000円

申込受付期限／９月29日（金）

■低電圧電気取扱特別教育

対象／低電圧（交流600ボルト

以下、直流750ボルト以下）の

取扱作業者

日時／10月16日（月）・17日

（火）の午前９時～午後５時

定員／30人

受講料／8,000円

申込受付期限／９月29日（金）

◆会場／大曲地域職業訓練センター

【問い合わせ・申し込み】

大曲地域職業訓練センター

☎ 0187-62-1726まで

情報交差点情

21



道の駅
かみおか

神岡総合支所

コスモ石油

嶽の湯

神宮寺小

布田谷地遺跡
神岡地域
北楢岡地区

卍

いにしえのロマンに触れる
布田谷地遺跡の見学会

　平安時代の遺跡「布田谷地遺跡」

の見学会を行います。

　現地見学や土器などの説明や神

岡地域で出土した縄文土器の展示

も行います。

　申し込みは必要ありませんので、

見学会当日に直接布田谷地遺跡ま

でお越しください。

◆日時／９月24日（日）午後１時

30分～午後３時

◆場所／布田谷地遺跡

【問い合わせ】

秋田県埋蔵文化財センター

☎ 0187-69-3331まで

神岡総合支所から秋田市方面に約2.5 ㎞
向かい、旧ＪＡ秋田おばこ北楢岡出張所
を右折後、およそ500ｍ。

すぐる しん かい

　日本棋院の梅木英８段や益子富美彦６段、新海洋子５段によ
る指導対局も行います。参加希望の方はお申し込みください。
◆申込受付期限／９月22日（金）

大仙囲碁フェスティバル
【問い合わせ・申し込み】
大仙市民囲碁大会事務局
金森さん☎0187-62-1319まで

活発になる季節です
熊による被害に注意ください

　これから秋にかけて熊の活動が

活発になります。

　中仙地域では、山から離れてい

る地区にもかかわらず熊による人

身被害も発生しています。

　熊の被害には十分注意し、熊を

発見した場合はすぐに各総合支所

農林振興課までご連絡ください。

◆熊の被害にあわないために／

①入山する時は、なるべく２人以

上で行動するようにしましょう。

②山に食べ残しや空き缶などを捨

てないでください。熊が里山や農

地に近寄る原因になります。

③田畑に向かう場合は周囲をよく

確認し、熊が活動的な早朝と夕方

は特に注意しましょう。

【問い合わせ】

各総合支所農林振興課

農林振興課

☎0187-63-1111内線242まで

10月はこの地域です
電気設備定期調査

　東北電気保安協会大曲事業所で

は、各家庭の電気設備を調査し結

果をお知らせしています。

◆ 10月の調査対象／

【中仙】鑓見内

【問い合わせ】

東北電気保安協会大曲事業所

☎ 0187-63-4940まで

マナーを守って交通安全
秋の全国交通安全運動

　９月21日（木）から30日（土）ま

では秋の交通安全運動期間です。

　夕暮れ時における運転や歩行の

注意、シートベルト・チャイルド

シートの正しい着用、飲酒運転の

徹底追放のほか、子どもと高齢者

の事故防止が重点目標です。

　各地域で交通安全キャンペーン

を行っています。どうぞご協力く

ださい。

国際教養大学の
ホームビジットプログラム

　週末などに留学生を短期滞在さ

せてくれる家庭を募集しています。

◆応募条件／①国際交流に関心が

あり無償で留学生を受け入れてく

れること②国際教養大学まで送迎

ができること③家族全員の了解を

得ていること

◆申込受付期限／10月６日（金）

【問い合わせ・申し込み】

国際教養大学教務課留学支援班

☎ 018-886-5937まで
ファックス018-886-5910

メールstudyabroad@aiu.ac.jp

あなたの技術を開発途上国で
ジャイカ

JICAボランティア

　国際協力機構（JICA）では「青

年海外協力隊」「日系社会青年ボ

ランティア」を募集しています。

◆応募資格／11月10日現在で年

齢が満20歳から満39歳までの日

本国籍を持つ方

◆申込受付期限／11月10日（金）

【問い合わせ】

JICA東北☎022-223-4772まで
http://www.jica.go.jp

10／８（日）
■子ども囲碁大会（９路盤）
対象／市内の小学生
時間／午後０時20分受け付け開始
会場／仙北ふれあい文化センター
参加費／無料
■レセプション
時間／午後６時～
会場／大曲エンパイヤホテル
参加費／6,000円

■第２回大仙市民囲碁大会
　７クラスに分かれ、各クラス５
回の対局を行います。
　抽選により、プロ棋士との指導
対局も受けることができます。
時間／午前９時受け付け開始
会場／仙北ふれあい文化センター
参加費／【一般】2,000円【小・
中学生】1,000円※昼食代含む。

10／７（土）
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大曲仙北の郷土芸能発表会
第１回こども芸能まつり

　大曲仙北の小・中学生が、地域

に伝わる伝統芸能などを発表し、

国体開催１年前を盛り上げます。

◆日時／10月１日（日）午後１時

～３時

◆会場／仙北ふれあい文化センター

◆入場料／無料

【問い合わせ】

仙北地域振興局地域企画課

☎ 0187-63-5114まで

洋画界の精鋭たち
自由美術・秋田の軌跡

　秋田の美術界の状況を捉えるシ

リーズ展です。県内出身の美術家

の作品をお楽しみください。

◆期間／10月22日（日）までの午

前９時30分～午後５時

◆会場／県立近代美術館（横手市）

◆観覧料／一般400円、学生300

円、小中学生200円※９月18日は

敬老の日のため無料公開します。

【問い合わせ】

秋田県立近代美術館

☎ 0182-33-8855まで

10月１日～７日は公証週間
秋田公証人会無料電話相談

　相続・遺言、任意後見、離婚給

付に関する電話相談を行います。

◆日時／10月７日（土）・８日（日）

【相談電話】

秋田公証人会

☎ 018-864-0850
☎ 018-824-0561まで

10月１日は「法の日」です
無料「法律・登記相談会」

　「法の日」のキャンペーンとして、

司法書士会と土地家屋調査士会に

よる無料の合同相談会を行います。

◆日時／10月７日（土）午前10時

～午後３時

◆会場／ジョイフルシティ大曲店

４階催事場

【問い合わせ】

秋田県司法書士会

☎ 018-824-0187
秋田県土地家屋調査士会

☎ 018-824-0324まで

トラブル解決をお手伝い
秋田労働局無料相談

　職場でのいじめ、不当解雇、セ

クハラの慰謝料請求など個別労働

問題について無料で相談に応じ、

解決のお手伝いをします。

　職場での悩みなど、お気軽にご

相談ください。

【問い合わせ】

秋田労働局総務部企画室

☎ 018-883-4254
横手総合労働相談コーナー

☎ 0182-32-3111まで

人と車の環境を守る
車の日常点検と定期点検

楽しいイベント盛りだくさん
サンクエスト大曲まつり

　「第13回サンクエスト大曲まつ

り」を行います。各種展示や芸能発

表、喫茶コーナーなど盛りだくさ

んのイベントを用意しています。

◆日時／ 10 月７日（土）・８日

（日）午前９時～午後４時

◆会場／サンクエスト大曲

【問い合わせ】

サンクエスト大曲

☎ 0187-63-5572まで

親子で大自然を味わう
「秋の野山で遊ぼう」

　秋の植物を使って遊んだり、だ

まこもち鍋を作って楽しみません

か。当日は動きやすい服装で参加

し雨具とエプロンを持参ください。

◆対象／小学生と保護者（子ども

だけの参加も可）

◆日時／10月15日（日）午前９時

30分～午後３時

◆会場／大曲ファミリーキャンプ場

◆定員／25人

◆参加費／500円（昼食代、保険料）

◆申し込み方法／①氏名②年齢・

学年③郵便番号・住所④電話番号

を記入しファックス（0182-22-

4517）か郵送で〒013-0208横手市

雄物川町沼館字千刈田２沼館保育

園「ほろっとキッズ」高橋さんまで

◆申込受付期限／10月10日（火）

【問い合わせ・申し込み】

ほろっとキッズ 高橋さん

☎ 0182-22-4511まで

楽しいイベントでお待ちしています。ぜ
ひお越しください。

　大切な車を

安全に走らせ

るには、日常

点検と定期点

検を行うこと

が必要です。

　９月から

10 月までは

国土交通省の

「自動車点検

整備推進運

動」重点月間です。安心安全のため

に車の点検をお願いします。

【問い合わせ】

国土交通省秋田運輸支局

☎ 018-863-5814まで

安全のため自動車の
点検を心がけましょう。

写真左／草薙隆｢93-A白い人々｣。
写真右／池内茂吉「萌」。

情報交差点情
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株式会社 仙北印刷所

　人　口　94,714 人（－ 16）

　　　男　44,927 人（－ 18）

　　　女　49,787 人（＋ 2）

　世帯数　30,479世帯（＋ 20）

（8/31現在）
▼
「
大
曲
の
花
火
」
特
集
は
い
か
が
で
し
た
か
。
日
本

の
花
火
の
真
髄
を
披
露
し
た
第
80
回
記
念
大
会
は
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
観
衆
は
過
去
最
高
の
75
万
人
。
こ
の
大

イ
ベ
ン
ト
が
終
わ
る
と
駆
け
足
で
秋
が
訪
れ
ま
す
▼
協

和
地
域
の
小
種
小
学
校
で
は
雄
物
川
で
の
カ
ヌ
ー
を
楽

し
み
ま
し
た
。小
種
地
区
は
雄
物
川
に
囲
ま
れ
た
と
こ

ろ
。川
か
ら
ふ
る
さ
と
を
見
つ
め
る
こ
と
で
良
さ
を
再

認
識
し
よ
う
と
昨
年
に
引
き
続
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
秋
田
パ
ド
ラ
ー
ズ
の
指
導
を
受
け
な
が

あ
ら

わ

ら
、強
首
船
着
場
か
ら
雄
和
の
新
波
船
着
場
ま
で
22
キ

ロ
の
コ
ー
ス
を
下
り
ま
し
た
。
陸
を
見
上
げ
る
景
色
、

川
面
を
渡
る
風
、
鳥
の
さ
え
ず
り
、
魚
の
群
れ
な
ど
、

五
感
の
ア
ン
テ
ナ
が
い
ろ
ん
な
電
波
を
キ
ャ
ッ
チ
し
た

一
日
で
し
た
▼
お
ま
け
に
昼
食
は
中
州
で「
い
た
だ
き

ま
す
」
と
豪
華
ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
料
理
。
河
辺
に
あ
る

県
の
健
康
増
進
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ユ
フ
ォ
ー
レ
」
の
協

力
で
、
ロ
ー
ス
ト
チ
キ
ン
、
イ
タ
リ
ア
ン
ト
マ
ト
鍋
、

フ
レ
ン
チ
ド
ッ
ク
、
焼
き
リ
ン
ゴ
に
舌
鼓
。
ア
ウ
ト
ド

ア
を
ぜ
い
た
く
に
満
喫
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
▼
前

回
の
真
昼
山
地
と
同
様
に
大
仙
市
の
豊
か
な
自
然
を
実

感
。今
度
は
ふ
る
さ
と
の
川
を
題
材
に
記
事
を
書
い
て

み
た
い
と
思
う
ぐ
ら
い
、
魅
力
が
満
載
で
し
た
。（
し
）

募集募集

◆
購
入
対
象
者
／
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
個

人
で
20
歳
以
上
の
方
（
昭
和
61
年
11
月
６
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
）お
よ
び
市
内
に
法
人
登
録
し
て
い
る
法
人
・

団
体

◆
申
込
方
法
／「
だ
い
せ
ん
夢
未
来
債
購
入
申
込
書
」に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
返
信
用
の
50
円
切
手
１
枚
を
同
封

し
、封
書
で
大
仙
市
財
政
課
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
と
申
込
用
封
筒
は
、
市
役
所
大
曲
庁
舎
、
各
総

合
支
所
、
公
民
館
な
ど
に
備
え
付
け
て
い
る
ほ
か
、
申
込

書
に
つ
い
て
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
プ
リ
ン
ト
で
き

ま
す
。申
し
込
み
は
必
ず
申
込
書（
コ
ピ
ー
可
）を
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
発
行
額
／
３
億
円

◆
発
行
日
／
12
月
22
日（
金
）

◆
利
率
／
次
の
①
ま
た
は
②
の
い
ず
れ
か
高
い
方
の
小
数
点

以
下
第
３
位
を
切
り
捨
て
し
、０
・
１
％
上
乗
せ
し
た
も
の

を
利
率
と
し
ま
す
。

　
①
10
月
入
札
の
５
年
利
付
国
債
の
平
均
落
札
利
回
り

　
②
12
月
入
札
の
５
年
利
付
国
債
の
平
均
落
札
利
回
り

※
利
率
は
５
年
間
固
定
で
す
。

◆
償
還
方
法
／
５
年
満
期
一
括
償
還

◆
利
払
い
日
／
年
２
回

（
毎
年
６
月
22
日
、12
月
22
日
）

◆
発
行
価
格
／
額
面
１
０
０
円
に
つ
き
１
０
０
円

◆
購
入
限
度
額
／
１
人
（
１
法
人
・
団
体
）あ
た
り
10
万
円

以
上
３
０
０
万
円
以
下

※
た
だ
し
、
購
入
金
額
は
10
万
円
、
20
万
円
、
30
万
円
、
50

万
円
、１
０
０
万
円
、２
０
０
万
円
、３
０
０
万
円
の
い
ず
れ

か
か
ら
選
択
。

◆
取
扱
金
融
機
関
／
秋
田
銀
行（
市
内
の
各
支
店
）、北
都

銀
行（
市
内
の
各
支
店
）、秋
田
ふ
れ
あ
い
信
用
金
庫（
本

店
お
よ
び
市
内
の
各
支
店
）

◆
申
込
期
間
／
11
月
６
日（
月
）か
ら
13
日（
月
）ま
で

※
11
月
13
日
の
消
印
有
効

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、抽
選
と
な
り
ま
す
。

Daisen
Dream & Future , the Debenture.

だいせん夢
未
来
債

夢
未「だいせん夢未来債」はみなさんから資金を提「だいせん夢未来債」はみなさんから資金を提

供していただき、公共施設の整備を行う住民参
加型市場公募債です。

　今回募集する債券は「（仮称）大曲南外学校給食センター」
建設事業に使用されます。みなさんの大切な資金を、大仙市
のまちづくりに活かしてみませんか。

【問い合わせ】
　財政課☎0187-63-1111
　内線240・241まで

大曲南外学校給食センター(仮称)

◆敷地面積／9,158㎡◆延べ面積／2,475㎡◆構造／鉄骨造り、２階建て

　今回発行する債券は、大曲地域内小友中沢工場団地内に建設
が進められている「（仮称）大曲南外学校給食センター」の建設費
用に使用されます。給食センターは、今年度中の完成を目指して順
調に工事が進められており、来年の４月から本格稼働する予定です。




